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「でも、中性脂肪も高い数値だしさ、やっぱり何か食べてるんじゃないの？」 

「先生は私を信じてないんだ！？」とやや不機嫌になる。 

「果物は？」「そりゃあ果物はお菓子じゃないからね。そこそこ食べてるさ。」 

私「それだよ。」 

果物は「食事療法をしている患者さん達にとって、なかなかのくせ者である。」 

 

そもそも果物
．．

なんていう言葉の響きが怪しい。私の子供時代は果物
．．

なんてものは、あま

り周りに無かったような気がする。季節のリンゴやみかん、まくわうりやスイカはあったと

思うが、今のように季節を問わずありとあらゆる果物が手に入り、ほぼほぼ間違いなく

“甘い”味を保っていること自体が、「豊かになった」などと言う言葉では片づけられないよ

うな油断ならない印象をもってしまう。実際、果物は私の人生に於いては完全にアウェイ

な存在である。 

昭和の頃、盛岡の大通り裏にヤマトというレストランがあって、そこのやや高いカウンタ

ーに、神々しいバナナの房（当時は南米産バナナか？）は私の憧れであった。あれが自

由に食べれるように早く大人になりたいと真剣に思っていた。当時、肴町にあった川徳デ

パートの屋上で、子供向けの電気自動車に乗った後、プラモデルを買ってもらった帰り

に、親からバナナ１本を分けてもらうのが最大の楽しみだった。誕生日はケーキなんても

のは無く、どんぶりいっぱいのイチゴにコンデンスミルクをかけたものが出た。ちなみに

小学校の時の遠足のおやつ代は４０円。当時バナナは７０円。私は律儀にも包丁で半分

に切ってもらって持って行った。私だって当時はいくらかきまりを守ろうという気はあった

のだろう。 

こんな幼少期を過ごした私に対して、私の息子はたまにマスクメロンなんか手に入ると

「それいらない。なんか喉のあたりがキロキロするんだよね。」などと言う。まくわうりでな

く、プリンスメロンでもなく天下のマスクメロンに対してである。そんな時、遠足にバナナを

半分持っていった私は「だっ、だまれ！」と叫びたくなるのだが我慢している。やっぱり最

近の果物事情は明らかに怪しく、人々は見事にマインドコントロールされている、と言う

のが私の密かな結論である。こんな話は話してみても馬鹿にされそうなので誰にも話し

たことはない。 

 

 

『果物  』  
院長 

外来でやや重い糖尿病をもっている A さん。 

「A さん、ヘモグロビンＡ１Ｃ（糖尿病コントロールの指

標）また悪くなっているけど・・・」 

「そんな訳ないよ、先生。私、絶対食べてない。お菓子

だって本当に我慢してるし。」 
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 ○=休診日 ★=診療時間変更 

 ※都合により変更になる事がございます。ご了承願います。 

（日曜・水曜・祭日は休診日です） 平成３１年１月 

★ １月１２日（土） 午後休診 

県医師会 新年交賀会 

出席の為 

★ １月２６日（土） 午後休診 

研修会 出席の為 

★ １月２７日（日） 休日救急当番医 

     

 

 

 
  

 

            

  

 

午前検査外来 

 

午前検査外来 
年末年始 休診のお知らせ 

１２月３０日(日)～１月３日(木) 
1/4(金)より通常通り診療致します 

※ １２月２９日(土)は午後休診です 
休日当番医 
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